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動 詞fretの 用 法 と再 帰 代 名 詞

堀 智　子

0.は じめ に

　英語学習辞典は記述的な辞典とは異なり、英語学習者のさまざまなニーズに応えるべ く、記

述内容や提示方法が工夫され、多種多様な辞典が出版されている。とりわけ近年は、コン ピュー

タの発達によりコーパスを駆使 した辞書編纂が進み、どの辞典も記載する情報の新 しさと正確

さを競っている。 しか し、それでも古い辞典や文法書の記述が残ったままで、英語の実態とか

け離れている場合が散見される。動詞fretの 記述もこうしたものの1例 だ と考えられ る。本

稿は、動詞fretと 再帰代名詞の関係が英語学習辞典にどのように記述されているかを調べ、

コーパスなどの検索結果と比較することで、その妥当性を検討するものである。

1.再 帰代名詞 とは

　 再 帰 代 名 詞 とは 、myself,　 herselfな どのselfを もつ 代 名 詞 で 、 基 本 的 に は 同一 節 内 の主 語 と

同 じ指 示 物 を 指 す 表 現 で あ る。 た だ し、 再 帰 代 名 詞 の先 行 詞 が 同節 要 素 で ない 場 合 や 、 先 行 詞

が 先 行 文 の 中 に あ る場 合 、 ま た 明 示 的 に は先 行 詞 が 存 在 しな い場 合 もあ る(安 井 ほか1984:

43-49)。

　 主 な用 法 と して は 、 再 帰 的 用 法 、 慣 用 的 用 法 、 強 意 用 法 が あ る。 再 帰 的 用 法 は 、 再 帰 代 名 詞

が 動 詞 や 前 置 詞 の 目的 語 と して 共 起 す る も ので 、Biberθ ≠α1.(1999:345)は コ ーパ スに よ る調 査

結 果 か ら、 こ の用 法 がspoken　 Englishとwritten　 Englishの ど ち ら の領 域 に お い て も、 最 も一

般 的 で あ る と して い る。 慣 用 的 用 法 とは 、He　was　beside　himselfwith　 rag.一[Declerck,1991:

277](彼 は 怒 りで 正 気 を 失 って い た)に 見 られ る よ うに 、 再 帰 代 名 詞 が 前 置 詞 と結 び つ き、 慣

用 句 と して 特 殊 な意 味 を 表 す 用 法 で あ る。 強 意 用 法 は 、 再 帰 代 名 詞 を 主 語 ・目的 語 な ど と 同格

的 に 用 い て 強 調 す る用 法 で 、Imyselfreported　 the　theft　to　the　polio.一[Declerck,1991:277]に

見 られ る と お りで あ る 。 ま た 、To　 someone　 like　myselfthi　 came　 as　a　great　 shock.一
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[Declerck,1991:278]の よ うに 、 前 置 詞 と と も に 用 い ら れ 、 主 語 以 外 の 人 称 代 名 詞 に と っ て 代

わ る 場 合 も あ る 。

　 本 稿 で は 、 再 帰 代 名 詞 の 代 表 的 な 用 法 で あ る 再 帰 用 法 で 、 動 詞 が 再 帰 代 名 詞 を 直 接 目的 語 に

と る 場 合 に つ い て 考 え て い き た い と 思 う。 動 詞 に は 再 帰 代 名 詞 と の 結 び つ き が き わ め て 強 い も

の も あ れ ば 、 特 に 結 び つ き が な い も の も あ る 。 た と え ばQuirk　 et　a.(1985:357-358)は 、 再 帰

代 名 詞 と の 結 び つ き の 度 合 い に よ っ て 動 詞 をreflexive　 verbs,　 semi-reflexive　 verbs,　 nor卜

reflexive　 verbsの3つ に 分 類 して い る 。

　 (A)reflexive　 verbs:pride　 oneself,　 absent　 oneself(from),avail　 oneself(of)

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 demean　 oneself,　 ingratiate　 oneself(with),perjure　 oneself

　 (B)semi-reflexive　 verbs:behave(oneself),shave(oneself),adjust(oneself)to,

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 dress(oneself),hide(oneself),identify(oneself)with,

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 prepare(oneself)for,　 prove(oneself)(to　 be),wash(oneself),

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 worry(oneself)

　 (C)nonreflexive　 verbs:accuse,　 admire,　 amuse,　 blame,　 dislike,　 feed,　get,　hurt,　persuade

Declerck(1991:276)は 、 直 接 目的 語 と し て の 再 帰 代 名 詞 を 省 略 で き な いreflexive　 verbsと 、

省 略 で き る 動 詞 に 分 類 して い る 。

　 (A)reflexive　 verbs:absent　 oneself,　 avail　oneself　 of,　betake　 oneself　 to,　bethink　 oneself,　 busy

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　oneself,　 conceal　 oneself,　 occuPy　 oneself,　 Perjure　 oneself,

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 pride　 oneself,etc.

　 (B)abstain,　 apologize,　 assemble,　 bend,　 develop,　 expand,　 feed,　feel,　hide,　 move,　 open,　 pre-

　 　 　 pare,　 shave,　 show,　 spread,　 stir,　submit,　 surrender,(un)dress,　 wash,　 worry,　 etc.

またBiber　 6≠α1(1999:345)は 、 再 帰 代 名 詞 を 必 ず 、 また は よ くと る動 詞 と して 次 の も のを 列

挙 して い る 。

　 　 acquaint　 oneself　 with,　 address　 oneself　 to,

　 　 commit　 oneself　 to,　 content　 oneself　 with

apPly　 oneself　 to,　 avail　 oneself　 of,

　このように文法書によって再帰代名詞の分類の仕方は異なり、列挙されている動詞も違いが

ある。つまり、再帰代名詞と動詞の関係がそれほど確定 したものではなく、当然時代とともに

変化するものだと考えられる。 しか し辞書には、文法書にあげられた動詞はもちろんのこと、

それ以外にも再帰代名詞との結びつきが例文や成句に準ずる形で記述されていることが多い。

しかもその記述にかなりのばらつきがあった り、実際にはほとんど使われない例文がのってい
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た りす る た め 、 利 用 者 に と ってわ か りに くい場 合 が 多 い 。 「い らい ら させ る、 悩 ます 」 とい う

意 味 の動 詞fretも そ の1例 で あ る。　fretに つ い て 辞 書 の記 述 と実 際 の使 わ れ 方 に つ い て 詳 し く

み て い くこ とに す る。

2.動 詞fretと 再帰代名詞

　動詞fretに ついては、ほとんどの英和辞典が表1の ように他動詞の用法 として再帰代名詞

を 目的語にとると記述 して例文を示 しているために、再帰代名詞をとるのが一般的だとい う印

象を受ける。一方英米の辞典は、表2の とお り再帰代名詞について記述 しているものの方が少

なく、再帰代名詞よりもむ しろthat節 について言及しているのが特徴的である。

表1　 英 和辞典 のfretに つ いての記述

他)1.〈 人 ・心 〉を[… の こ とで]い らい ら させ る、 や き も き させ る、 悩 ます

ジ ー ニ アス [about,　 over,　at,　fo;]IIDon't～yourself　 about　 the　exam.試 験 の こ と で い ら い ら す

る な 。(2.3.省 略)

他)1.(し ば しば ～ ・self)〈 人 ・心 〉を(… の こ とで)悩 ます 、 困 らす 、 い ら

い ら させ る(α わo観,over.);〈 時 な どを 〉や き も き して 過 ごす(㈱ の);(… は し

プ ロ グ レ ツシ ブ な い か と)気 に や む('勿'節)1～oneself　 into　 a　fit　of　nerve:い ら だ っ て か ん し ゃ く

を 起 こす/～oneselfabout[overJ　 trifle　 つ ま らな い こ とで くよ くよす る/She～s

that　an　accident　 will　occu.彼 女 は 事 故 が 起 きは しな い か と気 に や む

vtl　 じらす、い らだたせる、悩 ます;〈 時な どを 〉い らい らしなが ら過 ごす
リ ー ダ ー ズ

〈α"の1〉:～oneself　 to　deat]　 死 ぬ ほ ど[ひ ど く]い らい らす る(2.省 略)

他la　 〈人 を 〉い らい らさせ る 、悩 ます:The　 noise～s　 me.騒 音 に い らい ら して

い る。　 b　 [～oneselfで][_の こ とで]い らだ つ 、悩 む[磁o厩,　 oθ67]:You　 need

新英和中辞典
not～yourself　 about　 tha.そ の こ とで は何 も く よ く よす る こ とは あ りませ ん。

(6版)
c　 〈時 ・生 涯 を 〉や き も き して 暮 らす 〈α"の,oπ'〉:Don't～away　 your　lif.や き

もきしなが ら暮 らしてはいけない　 (2.3省 略)

*他 動詞の用法のみ引用
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表2　 英 米の辞 典のfretに ついての記述

1.If　you　 fret　about　 something,　 you　 worry　 about　 it.　 I　was　 working　 all　hours　 and　 coy

COB2

S伽 め ヴnetting伽t　 everyone　 else卸blew_.8π'60%8%∬ 伽 α1吻fens　 fret　 that　 th

project　 u〃eventually　 costbillions　 mor_Do%'げ 勿 ちMar.　 This　 is　all　some　 crazy　 mi一

take,　and　 Max　 will　fix　i

CODlo 1.be　 constantly　 or　visibly　 anxious

V　 to　worry　 or　be　 unhappy(about　 something)・Don'tfre-1'm　 sure　he's　 Ols.[1]

She　 spent　 the　day　fretting　 abou　 /over　 whetherfame　 had　 m　issed　his　plane　 or　no.[1]

CIDE
He's fretting that　he's　going to fail hishexams that)clause]

・"Whatever　 can　 have　 happenedshe fretted .[+clause]

1,1,T]especially　 spoken　 to　feel　 worried　 about　 small　 or　unimportant　 things,　 or　to

LDCE3 make　 someone　 feel　like　this:Don'tyou　 fre-everything　 will　be　all　right.[+about/

over]ノ 〉漉"αSα 伽 の・Sノ勿伽90θ67　 SO耀'伽9070'伽

1[no　 obj.]be　 constantly　 or　visibly　 worried　 or　anxious:she　 fretted　 about　 the　cost　 of

NODE groceries　 I[with　 clause]Ifretted　 that　 my　 fingers　 were　 so　skinny.

・[with　 obj .]cause(someone)worry　 or　distress

V～(oneself);～(about/over　 sth)to　 become　 unhappy,　 bad-tempered,　 or　anxious

OALD5
about　 sth,　 to　worry:[v]Her　 baby　 start女)ノ 弛'α ∬oo%α ∬he　 goes　 ou(ゾthe　 root'.

[vn]Don　 ノ弛'yoπ 鴬6ケ;we'll　 ge　 then　 o%ti;¢E　 [vpr]Fretting　 abou　 a　woe"乃6砂.

[also　 v.　that].

1.iv.　To　 worry　 about　 something;to　 be　 upset.・You'll　 get　an　ulcer　 ifyou　 continue　 t

NTC

ノ'ret　over〃 ¢α11卸 わ16〃¢s.　 ・Do%'げ 観.動 鍔 砺%9"∫11わ60K.

V.,to　 feel　or　express　 worry,　 annoyance,　 discontent,　 or　the　like:[no　 obj]:Don'tfret

thing　 96'わ6'彪7.[～+about+obj]:fretting　 about　 the　 lost　ring

WDAE
[～ 十at十 〇bj]:H　 was　 fretting　 a　 the　traffic　 46Zoツ 伽 飾6'π%%61.

[～+oneself]:1)o%,'加'∠ンo;クS.る ヂoθ67'7刎6s.

　　で は 動 詞fretの 実 際 の使 わ れ 方 は ど うな のか 。 これ を 知 るた め に 、　British　National　 Corpus、

OED　 2(CD-ROM)、 　COBUILD(CD-ROM)、 　New　 York　 Times(CD-ROM)で 検 索 し、 そ の結

果 を 便 宜 上 表3の よ うに 分 類 した 。 主 な用 例 は(1)一(22)の とお りで あ る。
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表3　 fretの 用例調査結 果

BNC

用例数

OED2-CD用 例 数 COBUILD

-CD用 例 数

1800-1899 1900一

NYT(CD)

　用 例 数

1998.1-12

fret fretの み 28 27 5 5 43

直接話法 6 0 1 0 12

about 23 2 2 3 ll9

over 10 3 1 1 52
fret

十

前 置 詞

な ど

at 1 3 1 0 1

　 　・

agalnst 2 1 1 0 0

away 1 1 1 0 0

after 1 1 0 0 0

upon 0 2 0 0 0

through 1 0 0 0 0

for 4 1 0 1 0

of 0 1 0 0 0

fret　 that節 6 0 0 0 56

fret　 to不 定 詞 2 0 0 0 0

fret　 what 1 0 0 0 0

fret　 NP 1 14 2 0 0

fret　 受 動 態 1 7 0 0 0

fret　 再帰代名詞 2 7 1 1 0

合　計 90 70 15 ll 283

NYT:New　 York　 Times　 on　 CD-ROM,1998.

　 厳 密 な比 較 は で きな い た め 、 こ こで はfretの と る形 が それ ぞれ の 用 例 全 体 で どれ ぐ らい の

割 合 を 占め るか に 注 目 した い と思 う。 まずBNCの 場 合 、90の 用 例 中8割 近 くが 自動 詞 的 用 法

で 、aboutやoverの よ うな前 置 詞 が 続 くもの が 多 く見 られ る。 他 動 詞 と して は 、 直接 話 法 を

と る も のやthat節 、　to不 定 詞 を と って い る例 が あ る。 再 帰代 名詞 を とる もの は2例 だ った。

　 1800年 代 のOED　 2は 、 自動 詞 の 用 例 が6割 、 他 動 詞 が4割 を 占め 、(12)～(14)の よ うな 名

詞 句 を 目的 語 とす る用 例 や(15)(16)な どの受 動 態 が あ る のが 特 徴 的 で あ る。1900年 代 は 、 自

動 詞8割 、 他 動 詞2割 に な って い る。COBUILDは 用 例 数 が少 な い が、　BNCやOED　 2と よ く

似 た 傾 向が み られ る。New　 York　 Timesの 用 例 で は 、 自動 詞 的 用 法 が 約7割 、 他 動 詞 と して は

that節 を とる 形 、 直 接 話 法 が あ る が 、 再 帰 代 名 詞 を と る もの は1例 も見 当 た ら な か った 。

BNC,　 OED　 2,COBUILD,　 NYTで 調 べ た 範 囲 で 言 え る こ とは 、 用 例(1)～(4)の よ うな 自動 詞 的

用 法 が 圧 倒 的 に多 く、 そ れ 以 外 で は 用 例(8)(9)の よ うにthat節 を と る形 や 用 例(21)(22)の よ

うな直 接 話 法 が 目立 ち、 再 帰 代 名 詞 を と る も のは あ ま りない とい うこ とで あ る。
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<fret> 

(1) You fret too much, Stren. 

(2) I hope he keeps the lid down on his wi 

(3) But he did not just sit and fret.

                     [BNC, HA3,19831 

fe for I fear she is fretting already. [OED, 19641 

                        [NYT, 19981

< fret about > 

(4) For those of us who fret about ways in which modern technology distance us from 

   understanding this programmes was a revelation. [BNC, B74 , 19911 

(5) You won't get anywhere by fretting about it... [OED , 19611 

(6) They should not also fret about becoming infected with AIDS. [COBUILD] 

(7) People in different countries fret about different issues. [NYT 19981

< fret + that PIP > 

(8) In practical terms, programme makers increasingly fretted that, in a system now producing 

   many hours of television, it was virtually impossible to work independently of the BBC or 

   an ITV company. [BNC, CRY, 19921 

(9) They fret that parking, already a problem, will become impossible. [NYT, 19981

< fret NP > 

(12) When she again goes home to Westwood Park she nags and frets SirJohn. [OED, 18611 

(13) The thought of you pedgilling away at the novel frets me. [OED, 19131 

(14) James, who had always idled and pleasured and fretted his way through his way through his 

   life, was now heartbreakingly busy from morning till night, shouldering the tasks and 

   responsibilities which had been his brother's in addition to his own, and it had been the 

   making of him. [BNC, GUT, 19931

< fret Hh# > 

(15) Ideally -emergencies apart -grandparents should not be fretted and concerned with the 

    day-in and day-out duties of child-rearing. [BNC, BLW, 19881 

(16) The wreck of man is fretted and mined away by small pleasures and poor excitements. 

                                                   [OED, 18471
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〈fret再 帰 代 名 詞 〉

(17)`She'sfretting　 herself　 ove　 this　birth　 certificate.'　 　　　 　　　 　　 　　　 [BNC,　 FS9,1993]

(18)Mike,　 he'dfret　 himself　 to　death　 in　a　stable　 and　 maybe　 kill　the　groon.　 　 [OED,1890]

(19)Iwon't　 have　 you　 fretting　yourself　 about　 that　old　business　 n.　more.　 　 　 　 [OED,1934]

(20)She　 is　a　balm　 to　all　those　 whofret　 themselves　 about　 the　unsayable　 word　 class.　 [COBULD]

〈fret直 接 話 法 〉

(21)`We　 must　 move　 quickly,'fretted　 Matroi.

(22)`Igot　 nowhere　 for　people　 to　sit,'sheか 臨 θ4.

[BNC,　 AMB,1990]

　 　 　[NYT,1998]

　 こ う した コ ーパ スや 新 聞 の用 例 が 示 す 傾 向を さ らに 検 討 す るた め 、 ネイ テ ィブ ス ピー カ ーに

イン フ ォー マン ト調 査 を 以 下 の とお り行 った 。 表4が そ の結 果 で 、 ○ 印は 提 示 した 文 が 不 自然

で は な く自 ら も使 うと ネイ テ ィブ ス ピー カ ーが 考 え る場 合 、 △ は 不 自然 で ない(文 法 的 に 正 し

い も の も含 む)が 自 らは 使 わ ない と判 断 す る場 合 、 ×は 不 自然 な文 で 自 ら も使 わ ない と判 断 し

た も のを 表 して い る。

　 まず 再 帰 代 名 詞 を 目的 語 に と る形 は 、全 体 的 に 容認 度 が 高 くな い こ とが わ か る。た とえ ば(a)

は 、 全 員 の イン フ ォーマン トが 「自分 は使 わ な い 」 と して い る が、 再 帰代 名 詞yourselfを 除 い

た(b)で は ほ とん ど の イン フ ォー マン トが 容認 して い る。 ま た(c)～(f)の よ うに再 帰 代 名 詞 が

含 まれ る文 は 、 「不 自然 」 だ とす るイン フ ォー マン トの 方 が 多 い の がわ か る 。fretが 人 称 代 名

詞 を 目的 語 と して と る形 の(g)は 、 「自然 」 だ とす る意 見 と 「不 自然 」 だ とす る意 見 が 同 じよ

うに 存 在 す る が 、 どの イン フ ォー マン トも 自 ら使 う表 現 で は な い と回 答 して い る。(h)の 直 接

話 法 を とる文 につ い て は 、 不 自然 とす る反 応 もあ るが 、(g)よ りも容 認 度 は 高 い 。that節 を と

る(e)(i)は 、 再 帰 代 名 詞 の な い(i)の 方 が 容 認 度 は 高 くな って い る。 しか も(i)は 、(b)の 文 に 次

い で 容 認 度 が 高 い 。

　 こ のイン フ ォー マン ト調 査 の結 果 を ま とめ る と、fretは 再 帰 代 名 詞 を と ら ない 形 が 普 通 で 、

名 詞 句 を 目的 語 に す る よ りは 、that節 を と る形 や 直 接 話 法 を した が え る方 が 多 い とい え るだ ろ

う。 た だ し、 基 本 的 に 日常 会 話 で動 詞fretを あ ま り使 わ な い とい うイン フ ォー マン トが 少 な

くない 。
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表4　 インフ ォーマ ン ト調査結果

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Informants

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (natiOnality)

sentences

　 A

U.S.A

　　B

U.S.A.

　　C

U.S.A

　　D

Canada

　　E

Ireland

F

N.;

G

UK

(a)Please　 don't　 fret　 yourself　 over　 the

　　　accident.

× △ × △ △ △ △

(b)Please　 don't　 fret　 over　 the　 accident. o o o o △ o o

(c)Stop　 fretting　 yourself. × △ × × × △ o

(d)Don't　 you　 fret　 yourself,　 sir. × △ × × × × △

(e)Ididn't　 fret　 myself　 that　 my　 stock　 was

　　　but　 small.

× × × △ × × △

(f)He'd　 fret　 himself　 to　dead. △ × × △ × × △

(g)The　 thought　 of　this　frets　 m.. × △ × △ × × △

(h)`Our　 dinner　 won't　 be　ready　 yet,'fretted

　　　Tom.

△ o △ o × × △

(i)They　 fretted　 that　 their　 children　 would

　　　be　 exposed　 to　the　 radiation.

△ o △ o △ △ △

O:The　 sentence　 sounds　 all　right　 and　 you　 would　 also　 use　 it.

△:The　 sentence　 sounds　 all　right,　 but　 you　 would　 not　use　 it.

×:The　 sentence　 does　 not　 sound　 natural　 and　 you　 would　 not　use　 it　either .

　このようにコーパスやイン フォーマン ト調査などの結果から、「いらいらさせる、悩 ます」

とい う意味の動詞fretは 、再帰代名詞をとらない形が普通だと考えられる。 このことをふま

えて辞書の記述をもう一度ふ り返ると、fretは 他動詞の用法として通例再帰代名詞をとると、

学習者が理解 しかねない記述は妥当だとはいえない。再帰代名詞をとる形はまれになっている

ことがわかるように、記述を直す必要があるだろう。さらに、fretの 実態を反映 した記述にす

るには、他動詞として名詞句を 目的語とする形は一般的ではないことにも触れる必要があると

考えられる。
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3.動 詞fretの 用 法

　 動 詞fretは 表3で も明 らか な よ うに 自動 詞 と して使 わ れ る こ との方 が圧 倒 的 に多 い。 「～ に

つ い て 悩 む 」 とい う意 味 で 使 わ れ る時 は 、fret　about～ やfret　over～ の よ うに 自動 詞 の用 法

が 使 わ れ 、 他 動 詞 と して 名 詞 句 を 目的 語 とす る形 は一 般 的 で は な い。 つ ま りfretは 自動 詞 化

しつ つ あ る ので は ない か と推 測 で き る。 た だ し、that節 や 直 接 話 法 を と る他 動 詞 の用 法 を ど う

考 え れ ば よい か が 問 題 に な って くる。

　 fretがthat節 を と る こ とに関 して は 、英 和 辞 典 は 記 述 して い る もの が少 な い が 、 英 米 の辞

典 は8冊 中4冊 に 記 述 が あ り、 どれ も他 動 詞 の用 法 と して 扱 って は い ない 。COB　 2やOALD　 5

の よ うに 自動 詞 ・他 動 詞 の区 別 を 全 く して い ない 辞 書 や 、CIDEやNODEの よ うにthat節 を

自動 詞 ・他 動 詞 とは 別 に 記 載 して い る も のが あ る。 そ こで 、 そ もそ もthat節 はfretの 目的 語

に 相 当 す る のか とい う疑 問 が 生 じる。

　 八 木(1996:295-309)は 、 動 詞 に よ っ て従 え るthat節 の 性 質 が 異 な る こ とを 、動 詞object

と他 の動 詞 を 比 較 しなが ら説 明 して い る。We　 objected　 that　the　rule　was　 unfair.と い う文 の

that節 は 、反 対 す る内 容 で は な く反 対 す る理 由で あ る と し、　that節 はobjectの と る 目的 語 と

い うよ りは 理 由を 表 す 副 詞 節 に 近 い と指 摘 して い る。

　 で は 、fretは ど うな のか を 次 の文 で 考 え て み る。 た とえ ば 、　They　 fretted　that　their　children

would　 be　exposed　 to　the　radiation.のthat節 が 目的 語 に あ た る ので あ れ ば 、 受 動 形 が 可 能 に な

るは ず で あ る。 しか し、Their　 children　were　 fretted　to　be　exposed　 to　the　radiation.も 、　It　is

fretted　that　their　children　would　 be　exposed　 to　the　radiation.も イン フ ォー マン トに よ る と容 認

され ない 。 また 、that節 をitやsoで 言 いか え る こ と も不 自然 だ とされ る の で、　that節 は 心 配

す る 内 容 、 つ ま り 目的 語 で は な い と推 測 さ れ る。 こ う考 え る と、 こ のthat節 を と る場 合 の

fretは 、 自動 詞 性 が強 い とい え る。 直 接 話 法 を とる次 の用 例 の場 合 は ど うだ ろ うか 。

`Look　 at　the　 picket　 lines　 and　 you　 don't　 see　 young　 people'
,　Mr.　 Kuzma加 ≠云θ4.`The　 new

opportunities　 for　 the　 young　 people　 really　 aren't　 there　 and　 that's　 bad.'　 　 　 [NYT,1998]

こ のfretは 引 用 部 を 導 い て い る こ とか ら、　sayやthinkの よ うな伝 達 動 詞 の役 割 を す る と 同時

に 、 話 者 が 苛 立 って い る とい う意 味 合 い を 付 加 して い る。 こ の よ うにsayやthink以 外 の多 く

の動 詞 が 伝 達 動 詞 と して 小説 や 物 語 な どで よ く用 い られ る こ とは 、Swan(1995:482)が 指 摘 し

て い る。

　 で は 、 引用 部 はfretの 目的 語 な のか 。 これ に つ い て は、 引用 部 と動 詞 の関 係 は単 純 で は な

く、Quirk　 et　a(1985:1022-1024)は 、 同 じ動 詞 で 引 用 部 を 目的 語 と して い る よ うに み え る場
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合、従属的にみえる場合、また引用部が主節の働きを している場合があると指摘 している。こ

の用例では、仮に引用部がなくてもMr.　 Kuzma　 fretted.だ けで文が成 り立つことから、引用

部を 目的語としているようにはみえない。つまり、自動詞性が強いとい うことになる。

　最終的な結論を出すにはより多 くの用例の分析が必要であるが、本稿での考察からいえるの

は、fretは 自動詞性を強める傾向にあるとい うことである。ただ し、用例(12)～(14)の ように

再帰代名詞を 目的語にとる形や、用例(15)(16)の 受動形の用法が存在することも無視できない。

　最後に辞書におけるfretの 記述について再度考えると、　fretの実態が正確に反映されている

とは言い難い点がい くつかある。まず、fretが 再帰代名詞を 目的語としてとる形が普通である

ような印象をあたえる記述は訂正されるべきで、再帰代名詞との結びつきを記述するのであれ

ば、再帰代名詞をとる形がまれになっていることがわかるよう配慮すべきであろ う。 さらに

fretの 用法の頻度を考慮 した上で、自動詞としての用法が主流である点や、再帰代名詞よりも

む しろthat節 や直接話法の形を記載するべ きではないかと思 う。そしてその際には、　that節

のもつ多様性や直接話法の構造についても再考が求められることになる。

(本稿は1999年12月ll日 、園田学 園女子大学で開かれた大学英語教育学会、英語辞 書研 究会 ワークシ ョッ

プでの研究発表 「再帰代名詞を とるとされ る動詞の英語学習辞典の記述について」に加筆 した ものであ る。)
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